
（該当業務： ）

）

）委託の場合

まちんなか交流館利用者
中心市街地に居住する市民

①

根拠条例等

補助・単独

実施形態

正規職員が関与すべき法的義務性

政 策

施 策

優先度◆◇◆ 総合計画・行動計画 施策シート ◆◇◆

確 認 項 目

事
務
事
業
の
概
要

百万円 百万円

Ａ

まちんなか交流館管理事業（標準）

枝番号

02

会計快適な暮らしを支える生活基盤が充実したまち

まちづくり推進費

課名

まちづくり課

番号 所属長名

05

03

総
合
計
画

部名

松井やす代

事業の目的（どういう状態にしたいのか）

◆◇◆ 事 務 事 業 評 価 票 ◆◇◆

総務費

01 総務管理費項

01 一般会計財
務
科
目

環境と調和した計画的なまちづくりの推進

基 本 政 策

17

法令名・根拠条文

目

事業の内容（目的達成のための手段・方法）

中心市街地の活性化の推進

款04

以降

展開方針
（年度別の事業内容）

平成20年度（参考） 平成21年度 平成22年度 平成23年度

百万円 百万円

平成21年度の実施内容・計画どおり実施できなかった理由

企画政策課
意 見

百万円

市 長 指 示 事 項 等

総事業費 百万円

行動計画掲載

完了予定年度事業開始年度 平成１６

平成21年度の実施内容・成果

基
本
事
項

ふるさと創造部

事務事業名

Ｂ Ｃ

年度未定

西脇市まちんなか交流館条例

②

年度

根拠条例等

根拠法令要綱等

ＴＭＯの活動を支援し、「情報未来館21」での地域特産発信によ
る地場産業の活性化を図るとともに、レストラン「梅吉亭」では気軽
に人々が集える環境を創造し、隣接する旧来住家住宅とあわせ
て、中心市街地の拠点施設として地域の活性化を目指す。

事業の対象（誰に対して・何に対して）

①地域特産品の情報発信の場として「情報未来館21」（1階）、②レストラン「梅吉亭」（1階）、③ＴＭＯ事務所（2階）として、「ま
ちんなか交流館」を西脇ＴＭＯに利用を許可し、使用料を収納する。西脇ＴＭＯは地域住民を巻き込んだ活動とネットワークを
強化し、「情報未来館21」では地場産業の播州織製品を始めとした地域特産品の販売、レストラン「梅吉亭」では登録制の
「日替わりシェフ」による飲食の提供を行っている。予算額及び決算額は、交流館警備委託、建物共済保険料等経費等

根拠法令要綱等

③

(①または②の場合)

国・県の補助金有り 市単独

なし あり

直営 一部委託 その他（補助・負担金全部委託

入札 随意契約（契約先：

① 計画どおり進んでいる。

② おおむね計画どおり進んでいる。

⑤ 完了・達成（計画事業の終了）

③ 着手しているが、計画よりも遅れている

④ 計画どおり着手していない。

総合計画対象事業

市長公約・懸案事項

議会確認事項

Ａ Ｂ Ｃ

新規 継続 単年度

市単費上乗せ

義務実施事業

努力義務実施事業

任意実施事業

経常 臨時

1/2



【１次評価】 評価実施：平成21年度

【２次評価】 評価実施：平成21年度

【３次評価】

総
合
評
価

総
合
評
価

総
合
評
価

２評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性） ３ 事業の必要性

直接のサービスの相手方 １

17,476人

0.01 0.01

307日
308日

一般人件費[平均給与×(B)]

②
7,473食

説明

5,839食

成
果
指
標

（
目
標

）

①
単価

単価

３
３
１ 実施主体の妥当性

市民ニーズの把握 ３

名称

説明

名称

17,766人
19,800人

7,500食7,500食

①

②

19,578人

達成度

目標値
18年度 19年度 20年度 21年度

283日 282日実績値

受益者負担率[(E)/(D)] (F) ％ 424.0% 392.2% 185.4%

22年度

1,200 558受益者負担額 (E) 千円 1,200

総コスト[(A)+(C)] (D) 千円 283

79

306 301

79

0.01

-336

222

1,200

-970

227

-996

(A')事業費(予算額または見込額）

-973

事
務
事
業
デ
ー

タ (C) 千円 79

-324

18年度 19年度 20年度 21年度

-275

1,200

-972

228

558

単位

千円

1,200

一般財源

204

1,200 558 1,200

925

22年度

230 234

一般財源

事業費(決算額) (A)

一般職員所要人員 (B) 人

特定財源

活
動
指
標

（
目
標

）

単価

名称

説明

名称

説明

56

1,200

1,256

特定財源

308日

19,800人

達成度
目標値

5,655食実績値

達成度

目標値
実績値

達成度

入館者数
目標値

単価

実績値

來住家住宅入館者数

ランチ売り上げ数

レストラン梅吉亭ランチ売り上げ数

開館日数

年間の開館日数

３
実施主体の妥当性

受益者負担の適切さ

評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性）

直接のサービスの相手方
４
１

事業の必要性

受益者負担の適切さ
評価結果 まちんなか交流館は、中心市街地活性化のシンボルとして、まちづくり文化活動の拠点となる施

設であり、本事業は館内のレストラン梅吉亭、情報未来館などの運営維持に必要最低限のもので
ある。

３

改
善
策

レストランの設置目的により売上に限界があるため、西脇ＴＭＯの運営は厳しくなっている。日替
わりシェフの登録料の見直し、情報未来館での販売促進策の検討などを早急に調整・検討し、ＴＭ
Ｏの基盤強化を図る必要がある。

評価結果 判
断
理
由

改
善
策

判
断
理
由

まちんなか交流館は、西脇ＴＭＯ事務所、レストラン梅吉亭及び情報未来館21から構成されており、運営のすべてを西脇Ｔ
ＭＯが担っている。レストラン梅吉亭は日替わりシェフの登録制度で運営をしている。情報未来館21は地域特産品の情報発
信の場として地域特産品の販売等を行っている。
まちんなか交流館のレストラン部分については「周辺飲食店と競合しない」という制約の中で運営しているため売上に限界
があり、収益増が望めない。歳出決算額の内訳は、機械警備委託料及び建物総合損害保険料である。

評価結果

判
断
理
由

改
善
策

３ 市民ニーズの把握

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

2/2


